
ほめ方・しかり方やしつけの仕方が関

心事。遊び食べや食事中のぎょうぎなど

「食事のしつけ」は、育児の気がかりの第

３位。野菜は食べない、偏食やムラ食い

など「食事のとり方」が第４位。食の悩

みは乳幼児期からの飲まない・食べない

悩みから継続している傾向。

子どもに身につけてほしいことを、家

庭と学校でどのように分担してしつけや

教育をするかについては、年少児・年中

児・年長児の間にあまり差はない。就学

以前ということでまとめて結果を示すこ

とにする。

結果は二つの特徴を示している。一つ

は、「どちらかというと家庭が教育する」

という比率が圧倒的に高い項目があると

いうこと。二つ目は「あえて教育しなく

基本的な「あいさつやお礼ができるよ

う」なしつけを最も多くの母親が心がけ

ている。次に多いのは「友だちづきあい

の大切さを教える」しつけ。第３位には

「起床・就寝といった生活リズム」のしつ

けがくる。「テレビゲーム時間」のしつけ

をする母親は学年中最も少なく14.0％。

「あいさつやお礼」のしつけがやはり

第１位。「友だちづきあい」「生活リズム」

も第２位、第３位を占めている。年少児

の頃よりも「テレビゲームで遊ぶ時間」の

しつけが行われるようになるが、まだし

つけのなかでは低い割合である。

この時期までに、44.6％が塾・習い事

を経験。今、習っているものは、q「通

信教育」21.8％、w「スイミングスク

ール」11.2％、e「スポーツクラブ・体

操」3.6％、r「音楽教室」3.4％。１か

月の教育費（幼稚園・保育園を除く）は

１万円未満77.3％、２万円以上5.5％。

塾・習い事の経験者は62.9％、６割を

超える。今、習っているものは、q「通

信教育」21.9％、w「スイミングスクール」

19.2％、e「スポーツクラブ・体操」11.9％、

r「音楽教室」7.6％。１か月の教育費は、

１万円未満67.4％、２万円以上9.0％。

親子で交友関係が広がり、一番の気が

かりの第３位は「母親自身の人間関係」。

友だちづきあいも親子一緒なので、「子

どもの親同士や近所づきあいに疲れる」

が最も多い理由。育児のよき相談相手も

いれば、悩みの種にもなるのが「近所の

子育て仲間」である。
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てよい」という比率が比較的高い項目が

あるということである。

たとえば、「起床時間・就寝時間などの

生活習慣」「お年寄りや障害のある人への

思いやり」は、前者の例であり、圧倒的

に家庭の役割としている。

また、「家での学習習慣」「スポーツ能力

や体力の向上」「芸術面の才能を伸ばす環

境を整える」は後者の例であり、就学期

以降の段階と比べて、「あえて教育しな

■幼児～中学生の全体像q

年　少　児 年　中　児
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年　長　児 小　１　生

小学校入学を控えて、給食への準備と

しての偏食の心配。また、ほめ方・しか

り方も下のきょうだいとの関係を配慮し

ての悩みが目立つ。園や習い事などを通

しての友人関係も安定してきたために、

子どもの性格や態度からくる「いじめ」

の問題も関心事にあげられている。

新しい小学校生活での「友だちとのか

かわり方」が最大関心事。いじめへの不

安もあり、わがまま、気が強い、逆に引

っ込み思案で内向的な性格や気質などが、

親にとってはすべて心配の種。あいさつ

やお礼、就寝・起床時間など生活習慣の

自立への気がかりも急増。

くてよい」とする比率が高くなっている。

発達に応じた役割分担と、発達に応じ

た課題という意識をここにみることもで

きるだろう。

小１生・小２生も就学以前とほとんど

変わりがない。

「あえて教育しなくてよい」という比

率が就学以前より低くなる項目が少しみ

られるくらいである。「家での学習習慣」

「スポーツ能力や体力の向上」「芸術面の

才能を伸ばす環境を整える」がそうであ

る。親の教育意識が少しずつ顕在化して

いく時期ということにもなるだろう。

「あいさつやお礼」「友だちづきあい」

「生活リズム」の三つのしつけは依然とし

て最上位。「目上の人への言葉づかい」や

「家事の手伝いをする」しつけなどが上が

ってくるなど、小学校入学を目前にして

家庭での教育やしつけがよく行われるよ

うになってくる。

学校生活の始まりという重要な節目を

迎えて、母親の心構えも新たになる。「子

どもが家に帰ってくる時間にはだれかが

家にいるように」という配慮を多くの母

親がするようになる。生活変化に応じて

「起床・就寝など生活リズム」のしつけも

多く行われるようになる。

塾・習い事の経験者は72.7％、７割を

超える。今、習っているものは、q「通

信教育」24.5％、w「スイミングスクー

ル22.4％、e「スポーツクラブ・体操」

13.9％、r「楽器の個人レッスン」13.3％。

１か月の教育費は、１万円未満56.2％、

２万円以上10.3％。

塾・習い事の経験者は84.8％、８割を

超える。今、習っているものは、q「ス

イミングスクール」34.3％がはじめて第

１位に、w「通信教育」28.7％、e「楽

器の個人レッスン」20.6％、r「スポーツ

クラブ・体操」10.1％。１か月の教育費

（学校関係を除く）は、１万円未満

48.7％、２万円以上12.8％。
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小学校生活にも慣れて余裕が出たため、

母親自身のこれからの生きがいや趣味、

パートや再就職などへの関心が高い。

また、子どもの習い事が整理・変化す

る時期でもある。アトピーや鼻炎など

アレルギーや喘息の持病などが一番の

気がかりの第５位に上昇していた。

このあたりで学校への期待が強くなる。

学校の役割とする比率が、家庭の役割と

する比率を上回る項目がでてくる。「ス

ポーツ能力や体力の向上」「芸術面の才

能を伸ばす環境を整える」がそうである。

また、「友だちとのつきあい方」につい

て、学校の役割とする比率も高くなって

いる。

母子ともに小学校生活に慣れたせいか、

「子どもの帰宅時にだれかが家にいる」

配慮や「生活リズム」のしつけは小１

生よりは減少する。増えてきたのは

「目上の人などへの言葉づかい」、そし

てとくに、「テレビなどを見る時間」の

しつけ。しかし上位は依然として「あ

いさつやお礼」「友だちづきあい」のし

つけで変わらない。

「子どもの帰宅時にだれかが家にいるよ

うに」する配慮はまだ多くの母親が心が

けている。「テレビゲームで遊ぶ時間」の

しつけもよく行っている様子である。「あ

いさつやお礼」のしつけは相変わらず最

上位を占めるが、第２位に「生活リズム」

のしつけが入り、他の学年より多い。生

活の幅の広がりへの対応であろう。

塾・習い事の経験者は84.1％、小１生

とほぼ同じ水準。今、習っているものは、

q「通信教育」32.6％、w「スイミング

スクール」32.4％、e「楽器の個人レッ

スン」25.3％、r「習字」13.1％。１か

月の教育費は、１万円未満40.3％、２

万円以上16.8％。

中学受験予定者はこの段階で13.6％。

塾・習い事の経験者は93.1％。今、何か

を習っている子80.9％、８割を超える。

二つ以上習っている子60.5％。q「スイ

ミングスクール」34.3％、w「通信教育」

28.7％、e「楽器の個人レッスン」22.8％、

r「習字」17.3％。教育費は、２万円以

上18.8％。

子どもに目が届く反面、親の思い通り

にならなくなってきたことで、どこまで

関与してよいのかのためらいがある。箸

の使い方やぎょうぎの悪さから始まり、

子どもの健康なからだを作るための安心

できる食材が少ない、食中毒への心配な

ど食生活への不安感が高まる。

■幼児～中学生の全体像w

小　２　生 小　３　生

〔小１生参照〕
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テレビゲームに長時間夢中になり、外

遊びをしない。男の子なのに家の中に引

きこもっておとなしすぎるとか、女の子

なのに言葉づかいが悪い、親の言うこと

は聞かずに自分の言いたいことだけを主

張するなど、現在の子どもの性格や態度、

様子にとまどいを感じている。

子どもの友だち関係の心配が一番の関

心事。金づかいがあらい子と一緒に遊ぶ

ことの悪影響、友だちとつきあうのにも

お金がかかる消費時代の子どもたち。女

の子同士の友だち関係やグループでの仲

間はずれや中学受験勉強のストレスが交

友関係へ与える影響なども心配。

他方、「友だちとのつきあい方」は学年

が上がるにつれて、学校への期待は少し

ずつ下がっていく。子どもの発達段階が

進むと、家庭や学校の役割ではなくなる

課題がでてくることの一例ともいえよう。

「手伝う家事を決める」ことや「目上の

人などへの言葉づかい」のしつけが活発

になる。「帰宅時にだれかが家にいるよう

に」との配慮は次第に少なくなる。「教育

に必要なお金はかけよう」と思う母親が

増えるが、確かに塾や習い事をする子ど

もが小３生よりも多くなる。

「帰宅時にだれかが家にいる」配慮が中

学生の母親と同じ程度に低くなり、生活

習慣や自立の満足度は高くなる。補習塾

や受験塾へ行く子どもも次第に多くなる。

しかし「家事の手伝い」のしつけ、「テレ

ビゲーム時間」のしつけもよく行われて

いる。

今、何かを習っている子85.7％（二つ

以上64.1％）、これらの値は小４生がピ

ーク。内容は多様で、q「スイミング

スクール」27.6％、w「楽器の個人レッ

スン」27.3％（小４生がピーク）、e

「通信教育」22.0％、r「野球・サッカ

ーなどのクラブ」20.4％。教育費は、２

万円以上が４人に１人の26.0％。

今、何かを習っている子81.2％（二つ

以上53.7％）。内容は、q「楽器の個人

レッスン」23.4％、e「通信教育」21.2％、

e「習字」18.4％、r「進学塾」14.5％。

教育費は、２万円以上が３分の１の33.3％。

勉強観では、「今は勉強することが一番

大切」が17.7％。中学受験予定者17.5％。

小　４　生 小　５　生
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ファッションやスポーツ・ブランド、

ゲームなど高価な物に囲まれる子どもた

ち。物を大事にしない、部屋は散らかし

放題で、与えたこづかいはすべて使う金

銭感覚。決まった子としか遊ばない、問

題を抱える子とのつきあいなど「友だち

とのかかわり」が一番の関心事。

中学段階となると、質問にあげた項目

に「あえて教育しなくてよい」という比

率が高まるものが出てくる。「友だちとの

つきあい方」をはじめ多くの項目でこう

した傾向がみられる。課題が中学以前の

段階のものという判断が少しずつでてき

たのであろう。

学校への期待が高まるのは、比率は１

割前後ではあるが「家での学習習慣」で

ある。逆に、学校への期待が小学校段階

勉強のことは子どもにまかせようと思

う一方、「塾や習い事に通わせないと不安」

になったり、「教育・進学面で流れに乗り

遅れないよう」にしようという母親が増

えてくる。中学への進級を控えて塾や習

い事に通う子どもの割合も増える。「あい

さつやお礼」のしつけ、「友だちづきあい」

のしつけがやはり最上位。

生活は大きく変わる。「家事の手伝い」

のしつけ、「テレビゲーム時間」のしつけ

をする母親は大幅に減少。「子どもと意見

が違っても親の意見を優先させる」よう

なことも減る。しかし生活が変わったか

らか、「帰宅時にだれかが家にいるように」

する配慮はまだ続けている。

今、何かを習っている子82.7％（二つ

以上48.0％）。内容は分散し、15.0％以

上が六つ。q「習字」19.8％、w「通信

教育」18.5％、e「野球・サッカーなど

のクラブ」18.1％、r「英語」17.4％。

進学塾は16.1％で第５位。教育費は、２

万円以上が 28.6 ％。中学受験予定者

17.8％。

勉強観で、中学に入り、「今は勉強する

ことが一番大切」が31.9％と３割を超え

る。今、何かを習っている子65.1％（二

つ以上28.5％）。q「通信教育」20.3％、

w「補習塾」16.8％、e「楽器の個人レ

ッスン」16.5％、r「進学塾」13.3％。

教育費は、２万円以上が31.5％。

勉強や成績が関心事だが、情報が少な

いのが不満。男の子は学校のことをまっ

たく話してくれないので、様子がわから

ない。女の子も反抗的で言葉づかいも悪

く親の話は聞かないし、心の中が見えな

いので不安。子どもが急速に親離れして

いくことに困惑している。

■幼児～中学生の全体像e
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高校進学のための学力や勉強のペース

ができていないことへの不安感。子ども

への学力期待が高まる。塾通いなどで子

どもの生活に余裕がない。子どもはそれ

ぞれ部活動、遊び、勉強、無気力などに

異なる個性が出る。子どもの進路も気に

なるが過干渉とうるさがられる。

希望の高校へ進学できるかどうかが最

大の関心事。受験前の子どもとの接し方

や、どのように受験をともに乗りきるか

など、子どもに合った学校や進路選びは

親の問題になってきていた。鼻炎やアト

ピーなど「アレルギー」が一番の気がか

りの第４位にあげられていた。

の７割台の比率から６割台に低下するの

が「授業中騒いだり、立ち歩いたりしな

い」である。「将来の進路・進学先を考え

ること」、あるいは「夏休み中の勉強」も同

様に学校への期待が高まっている。

小学校までの生活習慣や態度を中心と

した課題から教育中心の課題への移行が

みられるわけである。

「テレビゲーム時間」のしつけはさらに

減少する。将来を考えて「塾や習い事に

通わせないと不安」という母親は学年別

にみると最も多く、補習塾に通う割合が

増えることによくあらわれている。「あい

さつやお礼」のしつけ、「友だちづきあい」

のしつけは依然として最上位にある。

「帰宅時にだれかが家にいる」配慮は最

も低くなる。「テレビゲーム時間」のしつ

けも最低になるが、同時に「家事の手伝

い」のしつけもしなくなる。「あいさつや

お礼」のしつけは最上位だが、「目上の人

などへの言葉づかい」のしつけが第２位

に浮上。一方、「教育に必要なお金はかけ

よう」とする母親は多くなるが、「教育・

進学面で流れに乗らなければ」という考

えは中２生の母親よりは少なくなる。

今、何かを習っている子77.7％。進学

塾が初めて第１位。q「進学塾」27.2％、

w「通信教育」21.8 ％、e「補習塾」

20.7％、r「楽器の個人レッスン」17.6％。

教育費は、２万円以上が５割を超え

52.4％。「今は勉強することが一番大切」

は28.8％。子に四大卒以上の学歴期待

が59.3％。

高校受験態勢に入る。今、何かを習っ

ている子74.1％（二つ以上33.1％）。q

「進学塾」40.4％、w「通信教育」20.9％、

e「補習塾」14.7％、r「楽器の個人レ

ッスン」12.1％。進学塾が４割に。教育

費は、２万円以上が６割を超え62.1％。

「今は勉強することが一番大切」も41.4％。

中　２　生 中　３　生

現
在
の
子
育
て
の
気
が
か
り

保
護
者
と
学
校
の
教
育
の
役
割
分
担

学
校
へ
の
保
護
者
の
要
望

家
庭
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

家
庭
の
教
育
方
針

子
ど
も
の
学
力
・
習
い
事
・
進
路
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